
別文書に「未　十一月」とあることから淘安改組損得年の濃を綾考えられる。また西崎家は旅龍を
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前後に立て漬しされているところから淘大火以前に耕喜三していたと推定したい。
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とんどであると推定される0おそらくこの時期の遺物は淘太半が太東の被災物を廃愛したものと推定さ

れる。

し・．′こ　　　．＼∴：　　　　　、　　′′　　　　′：　　　　　　　　　　　　　　，

′　　－′′′′．、　′　　　　、　′′′　ノ　′　ノ　　　　　　　′　　　　　　　　′

′　′　．　．　　　　　　　′　　．∴′′　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　．

′′一′一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

たといえよ。

′一′　　　′　　′　一　一

ノ言ノ　．一、

′！こ′・、　　　　　・・　ノ　　′　　ノ　ノ′　　′・′　′l・′′

声∴′ノ　　　ノ　ー与　　′′．・、、：、、　／′、ノ　　′′・　．

・・′′ノバ∴・・′　　・′　　　ふ・・ノ　′　　　　　　　　、　　　　二

を行っておく。

′　　′′　年　　　　　′　　∴．、．．．′　．　　　　、．

・・・ノ′′ノ／、、‘′　寸・′ノ　′　　′′′　　′′・∴　　′　’′　。′

・ノ、′ノノ・・　′　∴’ノ、く・、，ノ　　　′　　　′′．′′

立桂建物の柱のよ　に地中に深　柱を埋め込むことがないので鴻建物基礎は弱　淘梓の支持のため行わ
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行うことを割栗地形と呼んでいる。また硬質地盤が遠いときには杭を櫨切の底に打並べる。この地形を
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たのちに柱石を埋め淘その＿　に柱を建てる建物地形を蝋燭地形と呼んでいる。
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断面図
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第161図　建物基礎分類図

清水遺跡では、近世には掘立柱建物と石場緻建物が認められたが、石場立建物の基礎はいくつかの種

類がある。第蟻図に嘉したが鴇つぎの1から3に分類できる融0。

温　石場渡基礎

2　布石基礎

・、＼′　　′一　ノ、－リ

清水遺跡の近世建物跡は淘　ほとんどが掘立柱建物と石場立基礎の建物であるが鴇　3－3区の建物跡S

H鵬の新旧の建物跡では淘栗石の間に玉石を置いたのち柱を建て、土杏の柱を廻す一種の土台入り玉石

盛礎であった。3－3区SH且3ほ柱石の玉石が小規模であることからすれば、布石を1段積んだのち、

その＿且に土台の横木を巡らす布石基礎である、と判断される。

また擁立柱建物から石場立建物への転換はあくまでも暫時的変化であり、『原川遺跡Ⅳ』でふれたよ

うに∴路世紀初頭には両者が併存していた注21。清水遺跡の建物跡からすれば海鼠8世紀前半以後淘坂口

ではほとんどが石場立建物に転換していったもの、と考えられる。

ところで冒坂宿を記した『巌ケ枢雑誌』の安政の大地震の記載では鴻被害にあった本町成瀬家では瓦

葺きの建物であったことが判明する注22。このことから江戸後期から幕末に入ると、日坂宿ではある一

定階層の建物は瓦葺きであったことが指摘できる。ところが今回、発掘調査で発見された坂打では、瓦

の拇土が少なく淘建物の一部に部分的に瓦が章かれていた可能性があるものの鴇　ほとんどが茅葺きか柿

葺きではないかと考えられる。

建物の構造

発掘調査の成果によれ璃㌦SHmは棟方向を東海道に並行に建てていた。この建物跡の年代は遅くと

も路世紀初頭から前半までの存続年代が考えられる。坂口では近世前期から中期初頭の建物跡の中に淘

建物が認められたが淘　ほとんどが棟方向を街道に向け、間口が狭く奥行のある構造をとっていた。また

このことは『文久二年宿内軒並叡調書上書』によっても、例外なく確認された。近世前期にこれとは反

対に間融の広い家が坂口に認められたことは、初期には間口と目坂宿の役負担が、それほど明確になっ

ていなかったのかもしれない。

ところで3…3区SHO8（新）の建物跡では、土間と竃の跡が発見された。これらからすると東海道

に画した南側に住まいの主体を置き、間口からそのまま土間が続かず、北側にのみ土間の台所をもった

間取りと考えられる。すでに前節で述べたように、この家は百姓家と考えられる。
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1～5家屋位置図
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第162図　旅籠・他平面図
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第163図　SHO7（旧）基礎復元図
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第164図　民家分類図（F静岡の民家』より抜すい）

推定位置

（推定線を含む）

第165図　日坂宿坂口の家並（文久2年宿内軒並取諏調書上書より復元）
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蓑19　白坂宿　建物一覧表（1）

名 前 職業 間 「1 畳 坪数 その他 町 名 名前 職業 間 口 畳 坪数 その他 町名

清八 百姓 6．0 24 。5 27 ．0 板 の間 6 畳 坂 口 長右 衛門 商店 2．0 10 ．5 8．0 下町

正助 i f 最蜂 3．0 ～　8期 6．0
臣

1 坂 「1 友右 衛門 艮 ！5 5
i

膵　5
I＋▲1ノ’）

ウウ∩
一　一　ナ　ヽ＿’ l

ー下町

小左衛門 百姓 3．5 15 ．0 lJ．0 坂 口 和助 艮 3．5 16 ．0 17．5 板の間 3 畳 下町

源左衛門 百姓 3．0 8．0 12．0 坂 口 庄次郎 民 4．5 27．0 18．0 板の間 4 畳 古官

文左衛門 艮 3．5 6．0 10．5 板 目 活十 艮 3．0 13．0 10．5 板の間 4 畳 古官

文左衛門 百姓 3．0 12．0 10．5 坂 口 幸右衛門 民 3．0 17．0 15．0 古官

伊太郎 百姓 3．5 14．0 12．25 坂 口 小七 民 3．5 17．0 15 ．75 板の間 3 畳 高官

佐七 旅籠 5．0 52．0 45 ．0 板の間 6 畳 坂 口 次太夫 民 4．5 17．0 13 ．5 板の間 8 畳 古官

昇太郎 民 3．5 15．0 14 ．0 板の間 3 畳 本町 定吉 艮 2．5 10 ．5 11．25 古官

藤四郎 艮 十0 12．0 1十0 本町 音八 民 十0 20 。0 20 ．0 古官

東夷 次 商店 十0 9 ．0 1圭0 本町 善四郎 艮 3．5 18 ．0 15 ．75 板 の間 4 畳 古官

弥次 郎 民 3．0 8 ．0 6 ．0 本町 惣左衛門 民 2．5 13 ．0 10 ．0 板 の間 3 畳 古官

清一L 旅籠 5．0 24 。0 20 ．0 板の間 8 璧 本町 忠蔵 艮 3．0 1上0 10 ．5 板 の間 2 畳 高官

総兵衛 旅籠 5．5 58 ．0 22 ．0 板 の間 8 畳 本 町 代 次郎 艮 2．5 12 ．0 10 ．0 古官

伊兵衛 民 2．5 6 ．0 5 ．0 本 町 萬平 民 3．5 29 ．0 28 ．0 板 の間 3 畳 古官

安兵衛 民 3．0 lJ ．0 13 ．5 本 町 又五郎 百姓 圭0 15 ．0 20 ．0 古官

金助 民 2．0 圭0 6 ．0 本 町 三郎左衛 門 民 3．5 16 ．0 14 ．0 板 の間 4 畳 高宮

忠蔵 旅籠 3．0 16 ．5 15 ．0 板 の間 4 登 本町 新右衛 門 民 3．0 20 ．0 15．0 板 の間12畳 古官

仁左衛門 艮 3．0 6 ．0 9 ．0 本町 甚七 艮 4．0 20 ．0 封．0 板 の間 4 畳 古官

艮 3．0 16 ．0 15 ．0 板 の間 4 望 本町 彦太 民 2．5 lLl．0 10．0 古官

五郎左衛門 旅籠 4．0 20．5 20 ．0 板 の間 6 畳 本町 威法院 寺院 5．0 28 ．0 20．0 古営

半九郎 民 3．0 6．0 9．0 本町 友吉 民 圭0 1圭0 12．0 板 の間 8 畳 古官

伊左衛門 民 3．0 26．0 2上0 本町 七兵衛 民 2．5 9．0 5．0 北側終わ り 古宮

所左衛門 旅籠 6．5 6上5 68。25 板の間 5 畳 本町 多平 百姓 十5 12．0 15．75 板の間 6 畳 坂口

弥三右衛門 艮 4．0 34・．0 36．0 板の間 8 畳 本町 新七 百姓 4．0 22．5 18．0 板の間 4 畳 坂口

惣助 旅籠 3．0 28。0 封．0 板の間 6 畳 本町 伸 吉 百姓 3．0 12．0 9 ．0 板の間 4 望 坂口

平次 民 2．0 12．0 10 ．0 本町 喜八 民 4．0 12．0 14 ．0 坂口

政 右衛門 商店 3．0 13 ．0 12．0 本町 伊左衛門 民 3．0 8 ．0 6 ．0 坂口

兵助 艮 2．5 9 ．0 8 ．75 本町 市三 民 3．0 12．0 15 ．0 坂口

権 右衛 門 民 3．0 18 ．0 18 ．0 本町 弥七 百姓 3．0 20 ．0 12 ．0 板の間 2 望 坂 口

乎右衛 門 旅 籠 6．5 103 ．0 87 ．0 板 の間18畳 本 町 文吉 百姓 3．0 lt 0 10 ．5 坂 口

平左衛 門 旅籠 6．0 69 ．0 63 ．0 板 の間10畳 本 町 幸七 民 3．0 12 ．0 10 ．5 板 の間 4 畳 坂 ＝

金左衛 門 本 陣 13 ．0 211 ．0 198 ．0 板 の間56畳 本町 新左衛 門 百姓 4．5 17 ．0 13 ．5 板 の間 6 畳 坂 口

梧六衛 門 民 5．5 42 ．0 4圭0 板 の間 8 畳 本 町 幸七 百姓 3．0 8 。0 10 ．5 坂 口

彦八 艮 5．0 22 ．0 30 ．0 板 の間 6 畳 本町 芋八 民 3．0 8 ．0 12 ．0 坂 口

武太夫 民 5．0 32 ．0 30 ．0 板 の間 8 畳 本 町 勘 四郎 民 5．0 22 ．0 15 ．0 板 の間 6 畳 板 目

十左衛門 ［ 民 l 3 ．5 l 28 ．0 1 22 課目 板 の間 4 畳 i

l

i

［

板 の間15登 I

l

i

l

i

i

板の間 8 畳 l

本町 伝左衛 門 民 i 3 ．0 1 m つ 12 ．0 板 の間 3 登 坂 口

活左衛門 民 2．0 18 ．0 16．0 本町 伝七 民 4．0 16 ．0 16 ．0 板 の間 8 畳

板 の間11畳

坂 口

新平 茶屋 2．0 18 ．0 16．0 本町 権 四郎 民 3．5 8 ．0 7 ．0 坂 口

岡右衛門 茶屋 圭0 23．0 2圭0 本町 喜平次 民 5．0 24 。5 17 ．5 板 目

富三郎 脇本陣 8．0 116．0 120．0 下町 惣十 旅籠 5．0 35．0 30．0 坂 口

金十 商店 3．0 18．0 24．0 下町 佐平次 民 4．0 16．0 18．0 板の間 4 畳

板の間 2 畳

坂 口

嘉平 民 2．5 12．5 11．25 下町 忠兵衛 民 3．0 10．0 12．0 本町

文八 商店 4．0 21．5 20．0 下町 活兵衛 民 2．5 lL O 10．0 本町

源兵 衛 茶屋 3．0 1圭0 16．5 下町 又右衛門 旅龍 4．0 26．0 32．0 板の間 4 畳 本町

杢兵衛 旅籠 6．0 20 ．0 18．0 下町 五郎兵衛 民 4．5 16．0 11．25 板の間 2 畳 本町

三左衛 門 民 3．5 20 ．0 2工0 下町 重右衛門 旅籠 5．0 33．0 25．0 板の間 3 畳 本町

弥六 民 3．5 15 ．0 12．25 板の間 3 畳 ［

i

l

l

板 の間 4 畳 I

l

板 の間 2 畳 l

l

板 の間 3 畳 l

i

板 の間 6 畳 l

下町 五郎兵衛 茶屋 4．0 4 2．0 3 2．0 板の間 4 畳

板の間 9 畳

本町

銀右衛 門 百 姓 6．5 49 ．5 45 ．5 下町 佐右衛門 民 3．0 6 ．0 7．5 本町

仙右衛 門 商店 3．5 22 ．0 2 1．0 下町 乙蔵 民 2．0 15 ．0 8 ．0 本町

ここ土ご〃＿L一恵ノ＼ 茶 屋 3．0 22 ．0 22 ．5 下 町 吉兵 衛 民 3．5 2 L O 24 ．5 本町

徳右衛門 茶屋 3．5 24 ．0 28 ．0 下 町 久兵 衛 商店 4．0 25 ．0 20 ．0 板の間 3 畳 本町

吉右衛門 商店 2．5 16 ．0 11．25 下 町 藤八 旅籠 4．0 26 ．0 24 ．0 板の間 6 畳 本町

文七 商店 5．0 38 ．0 20 ．0 下 町 忠 右衛 門 旅籠 5．0 26 ．0 40 ．0 板 の間 6 畳 本 町

長右衛門 商店 4．5 16 ．0 18 ．0 下 町 恵吉 商店 5．0 24 ．5 20 ．0 板 の間 3 畳 本 町

惣治郎 民 3．0 17 ．0 12 ．0 下 町 弥右衛 門 旅籠 5．5 53 ．0 55 ．0 板 の間12畳 本 町

浅右衛門 民 2．5 17 ．0 12 ．5 下 町 平八 旅籠 4．0 23 ．0 20 ．0 板 の間 2 畳 本 町

嘉七 旅籠 4．5 39 ．0 33 ．75 下町 七郎左衛 門 旅籠 4．5 26 ．5 27 ．0 板 の間 8 畳 本 町

清蔵 旅籠 5．0 34 ．0 30．0 板 の間 6 畳 下町 六左衛 門 旅籠 ’3．5 22 ．0 21 ．0 板 の間 4 畳

板 の間 6 畳

本町

五太夫 民 3．0 13．0 9．0 板 の間 2 畳 下町 源十 民 3．0 8 ．0 15 ．0 本町

伊右衛門 旅籠 3．0 36．0 21．0 板 の間 6 畳 i

I

下町 源五郎 旅籠 4．5 85 ．5 67 ．5 本町

三 石衛門 民 3．0 14．0 12．0 下町 弥左衛門 民 2．5 9 ．0 10 ．0 本町
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19表　口坂宿　建物一覧表（2）

名前 職業 間口 畳 坪数 その他 町名 名前 職業 間 口 星 坪数 その他 町名

次郎 右衛 門 民 2．0 10 ．0 12 ．0 本 町 宇助 民 3 ．0 16 ．0 12 ．0 板 の間 2 畳 下町
伝三 民 3 ．0 14 ．0 12 ．0 板 の間 3 豊 本町 新三郎 民 3 ．0 12 ．0 9 ．0 下町

惣五郎 民 2 ．0 8 ．0 8 ．0 本町 友吉 民 3 ．5 8．0 10．5 古官
由右衛 門 民 8 ．0 53 ．5 40 ．0 下町 仁右衛門 民 3 ．0 13．0 12．0 古云

文太 民 2 ．0 6 ．0 6．0 下町 平十 民 3 ．5 20．0 17．5 板の間 8 畳 吉富
紋蔵 商店 7 ．5 36．5 33．75 板の間 2 畳 下町 弁蔵 民 5 ．0 21．0 20 ．0 板の間 6 畳 古官

勘右衛門 民 4 ．0 22．0 16 ．0 板の間 8 畳 下町 勘 次 民 2 ．5 12 ．0 10 ．0 古官
重太夫 民 4．0 16．0 16 ．0 下町 岩 吾 民 3 ．0 13 ．0 19 ．5 古宮

定吉 民 2．5 16 ．5 12 ．5 板の間 6 豊 下 町 利右衛 門 民 3 ．5 16 ．0 1十0 板 の間 4 畳 古営

次左衛 門 民 5．0 24 ．0 25 ．0 板 の間 6 畳 下 町 善次 民 4 ．5 16 ．0 15 ．75 古官

粂七 民 3 ．5 12 ．0 19 ．25 下 町 竹蔵 民 2 ．5 lL O 10 ．0 板 の間 3 豊 古官

平吉 民 3 ．0 12 ．0 12 ．0 下町 権右衛門 民 3．0 15．0 12．0 板 の間 2 畳

板の間 2 畳 i

板の間 2 畳

古官

利兵衛 旅籠 5 ．5 36 ．0 33 ．0 板 の間 6 畳 下町 幸八 民 3．0 14．0 12．0 古官
芳十 旅籠 5 ．0 30 ．0 20．0 板の間 4 畳 下町 二王こご⊥吾／＼ 民 2．5 14．0 11．25 古官

清…五郎 民 3 ．5 16 ．0 14．0 板の間 4 畳 下町 半五郎 商店 4 ．5 28 ．0 2 7．0 古官
伝十 民 4 ．0 22．0 20．0 下町 半五郎 商店 5 ．0 20 ．0 20 ．0 板 の間 4 畳 古官

善左衛門 商店 5 ．5 30．0 16 ．5 板の間 6 畳 下町 新兵 衛 民 5 ．0 20 ．0 25 ．0 板 の間 6 登 古官

金平 民 2．0 10 ．0 10 ．0 下 町 五平 民 5 ．0 22 ．0 25 ．0 板 の間 4 畳 古宮

半助 民 2．0 12 ．0 10 ．0 板 の間 3 畳 下 町 喜代蔵 民 3 ．0 15 ．0 12 ．0 古官
権三 旅 籠 圭0 12 ．0 8 ．0 下 町 次郎兵衛 民 2 ．5 13 ．0 11 。25 古官

与右衛 門 民 4 ．0 26 ．0 24 ．0 板 の間 4 豊 下町 谷右衛門 民 5．0 15．0 25．0 古官
喜三右衛 門 民 圭0 20 ．0 1圭0 板 の間 6 畳 下町 平蔵 民 5．5 22．0 24．75 高官

孫十 民 5 ．5 24 ．0 22．0 板 の間 4 畳 下町 平九郎 民 5．0 26．0 25．0 古官
次右衛門 旅籠 6 ．0 64 ．5 78．0 板の間 6 畳 下町 勇吉 民 5 ．5 14 ．0 13 ．75 板の間 6 畳

板 の間 3 畳

古官

七蔵 民 3 ．0 10．0 7．5 下町 清吉 艮 3 ．0 1上0 7．5 古官
伴蔵 民 3 ．5 18．0 14 ．0 板の間 3 畳 下町 梅五郎 民 5 ．0 18 ．5 22 ．5 古官

五 左衛門 民 圭0 30．0 22 ．0 板の間 4 畳 下町

文久二年戊十月宿内軒並取調書上書

東海遠目坂宿による。（一部加筆　修正）

か町役人の家が多い。最大公約数は18愚毘以上25畳までである。4畳から9畳の下位では、職業不詳の

者が圧倒的に多い。坂口の百姓3軒が認められるが、先に指摘したように発掘調査で発見された家の規

模も小さいなど、この百姓家は零細な農家とみることができる。このほか古官町七兵衛がいるが、この

家は目坂の西端にあたる。古官町の外れは、明治初頭の書き上げによると影森、鴨方、官村など他村か

らの新たな転任者が多く注26、七兵衛についてもこの例と推定される。

建坪では最上位の本陣から始まり、5坪まである。建坪25坪を越える上位者は旅寵を営む者か町役人

の家、商家が多い。最大公約数は10坪以上15坪までである。10坪以下の下位では、職業不詳の者が圧倒

的に多い。先にふれた下町の権三のように間口は広いが、建坪8坪の旅龍が認められる。これについて

は、先述したように災害直後、手持ち不如意のためと推定される。10坪以下の例では、坂口の百姓1軒

が認められるが、坂口の文左衛門のように且0坪半の持ち家を2軒所有する例がある。この且0坪半の例が

文左衛門の例を含め8例有り、目坂宿の標準タイプのひとっではなかろうか。こうした例は且2坪の家17

例、14坪の家10例がある。このような建坪をみると、目坂宿の旅籠以外の家は、建坪且0坪半から14坪を

標準とすることができる。先に指摘したように、目坂宿の百姓◎職業不詳者の家は、発掘調査の結果か

らも小論のように、その規模は小さいとみることができる。このほか先述したように古官町七兵衛がい

るが、この家は転入者の可能性が高い。

ではこうしたデータから何を読みとることができるのであろうか。一般に宿では伝馬役を負担する替

わりに、屋敷地の年貢を免除されていた。ところがこの伝馬役を負担する伝馬人は、役を負担できなけ

れば伝馬人の資格を売り、その資格を失うことになっていた注27。目坂宿では100人の伝馬人が許され、

9660坪の地子が免除されていた注28。こうした伝馬人は、伝馬役のほかに冥加金を納めなくてはならな

かった。岩井家の家屋売買証文によると、建物とともに冥加金の額が記されている注290　日坂宿では、

伝馬人の中から町役人は選出されている。したがって『文久二年宿内軒並取調書上書』の170戸余りの
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家鋤鶴伝馬入相尤とそ　でない都金丸の差は淘義務的な大きな差異とみることができよ。では

伝J覧嘗Å以外の階層の家とは何かである0先にふれたぬし屋には門紺漕家と記されていた。また　義久
′　　′

て　筆の屋敷地に実に摘数軒の家が立て込んでいる0旅龍を除くと規模の小さ持家で借家と考えられる。

また招坂では旅龍は淘伝馬太と同棲淘その数が3軒と制限されている0これらのことから淘ぬし屋の例

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．・　　′、　　　　　　　　′　　　　　　　　　　′

ノ　　　　　　　　′　　　　　　　∴、　　　　ノ、　　　　　　　　ノ　　　、

できよ　0また大家の旅龍はそれほどの規模ではな狛ことも淘ほかに収入の遠を取らざるを得ず淘屋敷

地の一角に借家を持っに至ったのでほないだる　か。

こ　みると日坂宿の町屋は淘つぎのよ　な階層によって成　立っていたことが推定される。

伝馬太で酎投入

職業　旅籠淘商家淘運送業淘　百姓

2　伝馬Å

′

3　非伝馬A C借家Å）

．′

′　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　ノ　　　・′

ることができよう。

第　節　鵬丑着硯藍摘坂濃機

、　　　　　　　　　　　．ノ

る「江州高嶋規」等ではなかりた。また小形品で淘携帯用の規が含まれてら漉。酌胱た陶磁器の研鷺

′　　′・′　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′

が含まれていた。

、、′・・・　．′　′　　　　　　　′　　　　　　　　　・′　　　　　　　　　′　　′

′・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′　　　　　　　　　　　′・‘・　　′　′ノ　　　　　　　　　　　　　　　人　　　　　　　J

′′　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　‥　　　　　　　一　　　　′

′・・　　　　　　　　　　　　′　　　　　′　　　　　　　　　　　　　′　　　ノ′　　′　　　　　　　　　　・・

ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　ノ・　′　ノ

ノ　　　　　　　　、　　　・・－　ハ　　′　　　　　　′　　　　　　　′　　′　　　　　　　　　′　／

ヽ′′、ノ　　　ノ　　．′　　′　′

享翻3机鋤郎年淘　東海道太物志　が桁された注餌この書は東海道品川宿から大津宿までの53

′　　　　　ノ　　　　　′　ノ　′　　、　′　　　　　・・ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

ノ　　′ノ　　’’・・ノ　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　、．　　　　　　′　　　　　′

′く　　・　　　　　　　ノ、　　ノ　　′　ノ　ー′・‥　　　　　　　　　　　′　　　　　　・・ノ　　　　　　　　　　′　　　．

′　　．　　　　　バー　　　　ノ　　　　　′　　　　　′　　′　　　　　′　′

．　　　　′て　ノ′　・、′′ノ・′′′ノ　　　言・‥ノノ、　ノー　．・・　　′．　′　　．・　：

ノ∴　　　′　　　　　ハ、　　　　　′　ノ　ノノ　′　ノ．′ノ．　　　′く′　　′　　．

家名抗えな　が記載されている。これよ　半拗後　文久二年宿内軒並取調書上書狛こ綱じ家名が
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